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ゲノム情報の使われ方を解き明かし、生命と疾患のしくみに迫る

●研究概要

ヒトの体をつくるどの細胞も、同じ遺伝情報を持ってい
ます。それにもかかわらず、心臓、脳、血液、肝臓など、異
なる機能を持つ組織や臓器を形成します。これは、細胞が
状況に応じて、使う遺伝子を選択しているためです。私た
ちは、遺伝子がどのように選ばれ、使われるのかを分子レ
ベルで明らかにし、がんをはじめとする疾患の理解と制御
につなげることを目指しています。
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● 論文.特許等
【論文】
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・乳がんに特異的な遺伝子の発現メカニズムの解明
乳がんは大きく分けて3つのタイプに分かれます。その中でも最も罹

患者率が高いのが、エストロゲン受容体陽性乳がんです。このタイプ
の乳がんは、ホルモンであるエストロゲンに依存して増殖します。私た
ちは、エストロゲン受容体陽性乳がんがどの遺伝子を選んで活性化し、
乳がん細胞に特有の性質を作り出しているのかを調べています（図1）。
この研究を通じて、乳がんの増殖のしくみを明らかにし、新たな治療法
の開発につなげることを目指しています。

●研究テーマ

・抗がん剤耐性獲得メカニズムの解明
がん治療では、はじめは抗がん剤が効いていても、治療を続けるうち

に効果が弱くなり、がん細胞が薬剤に耐性を示すことがあります。私た
ちは、がん細胞がどのように抗がん剤への耐性を獲得するのかを、遺
伝子発現やエピゲノム制御の変化に注目して解析しています。この研
究により、耐性が生じる仕組みを明らかにし、治療効果を長く維持する
方法や、新たな治療標的の発見につなげることを目指しています。

・染色体の安定維持機構の解明
細胞が正しく増えるためには、遺伝情報をのせた染色体が、分裂の

たびに正確に受け継がれる必要があります。この過程で重要な役割を
担うのが、染色体の「セントロメア」と呼ばれる領域です。私たちは、セ
ントロメアがどのように形成され、染色体の正確な分配を支えているの
かを分子レベルで解析し、染色体の安定性を維持する仕組みの解明
を目指しています（図3）。

図3. セントロメアタンパク質の結晶と構造

図1. 乳がん特異的な遺伝子発現メカニズムの解明

図2. 抗がん剤耐性獲得メカニズムの解明
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